
島根県立松江養護学校の小川和佳子教諭がポスター発表
で紹介した、同校と松江市立第二中学校の生徒が協力し
て作った新聞を使ったちぎり絵‖小川教諭提供

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
の
公
開
授
業
で
、
記
事
を
紹
介
し
合
う
甲
南
小
学
校
の
児
童
た
ち
‖
神
戸
市

東
灘
区
、
甲
南
大
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
（
松
江
市
立
中
央
小
・
能
海
麗
美
教
諭
撮
影
）

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
会
場
で
参
加
者
と
交
流
す
る
大
田
市

教
委
の
八
波
直
樹
指
導
主
事
（
左
）＝
神
戸
市
東
灘
区
、

甲
南
大
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス

◇「新聞を活用して見る・聞く・知る
・伝える・社会とつながる」

＜１年目＞
（１）新聞を見よう（大阪万博などの
好きなキャラクターの写真を見て興味
を持つ）
（２）分からないことを聞こう（知ら
ない漢字、ガザってどこ？）
（３）気になるニュースを伝えよう（切
り抜き、選んだ理由も書く）
（４）新聞を作ろう（学校行事のたび
に作成）

＜２年目＞
　グループでの新聞作成、他校とのＮ
ＩＥ交流で新たな人間関係づくり

　全国大会やＮＩＥセミナー
で学び、面白そう、やってみ
たいと思った実践を自分の授
業に取り入れています。まず
自分で試してみて、他の先生
にも紹介すると、「面白いね」

「児童の力が伸びた！」など
の反応があり、広めてよかっ
たと感じます。はがき新聞は
その一つです。ＮＩＥに関心
のある先生、思い切って周囲
の先生に声をかけて、一緒に
始めてみませんか。

　
昨
年
初
め
て
大
会
に
参
加
し
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
良
さ
や
他
校
の
実
践
、

は
が
き
大
の
紙
で
作
る
ミ
ニ
新
聞

「
は
が
き
新
聞
」
な
ど
の
す
ぐ
に

使
え
る
教
材
を
知
り
、
自
校
で
の

実
践
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し

た
。
今
年
も
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を

得
て
、
２
学
期
以
降
に
生
か
し
た

い
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。

　
神
戸
市
の
私
立
甲
南
小
学
校
４

年
生
に
よ
る
「
シ
ン
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
の
授
業
が
印
象
的
で
し
た
。

児
童
が
自
分
の
「
推
し
記
事
」
を

紹
介
し
、
友
達
の
発
表
に
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
、
質
問
を
投
げ
か

け
る
姿
は
生
き
生
き
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
に
触
れ
る
こ

と
で
児
童
に
多
様
な
視
点
や
考
え

方
が
育
ま
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
力
や
対
話
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
実

践
は
自
分
の
授
業
で
も
ぜ
ひ
取
り

入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
級
で

毎
日
の
終
礼
時
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
気
に
な
る
記
事
を
紹
介
し
あ

う
「
新
聞
ス
ピ
ー
チ
」
に
プ
ラ
ス

す
れ
ば
、
さ
ら
に
活
動
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
大
会
を
通
じ
、
新
聞
を
学
習
に

生
か
す
方
法
や
切
り
口
は
本
当
に

多
様
だ
と
知
り
ま
し
た
。
新
聞
は

あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
の
一
つ
。
活
用

す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
力
を
、
ど
の
よ
う
に
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
こ
の
視
点
を
大
切
に
、
実
践

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
聞
を
教
育
に
生
か
す
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｉ
ｎ
　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
の
実
践
を
共
有
す
る
「
第
�
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
」
（
日
本
新
聞
協
会

主
催
、
神
戸
新
聞
社
な
ど
主
管
）
が
７
月
�
日
～
８
月
１
日
、
神
戸
市
内
で
あ
っ
た
。

教
育
、
新
聞
関
係
者
約
１
８
０
０
人
が
、
実
践
発
表
や
公
開
授
業
を
通
じ
て
知
見
を
深

め
、
交
流
し
た
。
島
根
県
か
ら
は
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
教
員
６
人
と
山
陰
中
央
新
報
社

の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
担
当
が
参
加
し
た
。

（
清
水
由
紀
子
）

　
阪
神
大
震
災
か
ら
�
年
に
当
た

る
神
戸
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
時
代

を
読
み
解
き
、
い
の
ち
を
守
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
」
。
１
日
目
の
全
体
会
で

は
、
公
正
な
情
報
を
伝
え
る
新
聞

の
役
割
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
「
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
（
情
報
の
真
偽
や

価
値
を
吟
味
し
活
用
す
る
力
）
」

を
育
て
る
意
義
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
た
。

　
大
会
実
行
委
員
長
の
竹
内
弘
明

氏
（
神
戸
親
和
大
教
授
）
は
基
調

提
案
で
、
２
０
２
４
年
の
兵
庫

県
知
事
選
に
触
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
虚
偽
情
報
が
選
挙
結

ひ
ぼ
う

果
を
左
右
し
、
誹
謗
中
傷
が
命
を

奪
い
う
る
現
状
を
踏
ま
え
「
正
確

な
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
活
用
す

る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
新

聞
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
は
有
効
」
と
述

べ
た
。

　
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
神
戸
新
聞

社
の
長
沼
隆
之
論
説
副
委
員
長

が
、
７
月
の
参
院
選
で
交
流
サ
イ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
情
報
な
ど
を
検

証
、
記
事
化
し
た
「
フ
ァ
ク
ト
チ

ェ
ッ
ク
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

「
新
聞
の
最
大
の
武
器
は
組
織
力

と
取
材
に
よ
る
事
実
の
積
み
上

げ
。
地
元
紙
が
事
実
確
認
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
り
た
い
」と
語
っ
た
。

　
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
神
戸
新
聞

社
が
阪
神
大
震
災
を
記
録
し
た
写

真
が
１
９
９
５
年
１
月
�
日
の
震

災
当
日
か
ら
１
日
ず
つ
、
１
年
分

展
示
さ
れ
、
来
場
者
に
当
時
の
被

災
地
の
様
子
や
歴
史
を
記
録
す
る

新
聞
の
役
割
を
伝
え
た
。

　
２
日
目
は
分
科
会
が
あ
り
、
兵

庫
県
内
の
小
中
学
校
、
高
校
、
特

別
支
援
学
校
が
公
開
授
業
や
実
践

発
表
で
多
彩
な
取
り
組
み
を
紹

介
。
参
加
者
と
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
来
年
の
全
国
大
会
は
広
島
市
で

開
催
予
定
。

◇「シンブリオバトル」で主体的な学びを
～推し記事を紹介しあう～
　　　　　　　　　　　
　シンブリオバトル（ＳＢ）は、児童が記
事を紹介しあい、最も読みたい記事を投票
で決める。伝えたいことを整理して発表す
るという目的意識、友人の発表への質問意
欲、新聞そのものへの関心の高まりに有効。

＜３年生次＞
　・児童自作の記事でＳＢ
　・こども新聞の記事でＳＢ
　・投票で選ばれた記事をテーマに討論
＜４年生＞
　大阪・関西万博の大会テーマを題材にＳ
Ｂ。新聞から情報収集、課題を設定、まと
めと発表。

　新聞紙は、紙の柔らかさ
やちぎる時の感触、インク
のにおいやカラー紙面の色
鮮やかさなど、五感を使っ
て作業ができる、年齢問わ
ず扱いやすい素材です。本
校の実践を通して、新聞と
いう媒体は人と人をつな
げ、仲間づくりや社会参加
のツールとして有効だと感
じています。

　ＮＩＥに取り組む教員でつくる「島根県
ＮＩＥ研究会」は�月１日午後１時半から、

松江市殿町の山陰中央新報社本社３階大会
議室で秋季セミナーを開きます。テーマは
「国語学習とＮＩＥ」です。

　セミナーはＮＩＥ活動の指導者育成や、
活動の拡大を目的に年に３回開催。詳細は
後日、各学校にご案内するほか、島根県Ｎ
ＩＥ推進協議会のホームページにも掲載し
ます。
　問い合わせは、島根県ＮＩＥ研究会・メ
ール（ｎｉｅ．ｓｈｉｍａｎｅ＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ）か、島
根県ＮＩＥ推進協議会事務局（山陰中央新
報社内）電話０８５２（３２）３４１４。

　島根県では２０２５年度、八つの学校が新聞を教育
に活用する「ＮＩＥチャレンジ校（実践指定校）」

として、新聞の無償提供を受けて日々、実践を重
ねています。
　日本新聞協会とともに事業を行っているのが、
１９９５年７月に全国で９番目に設立された島根県Ｎ

ＩＥ推進協議会です。県内に拠点を置く新聞、通
信社９社と学校、教育行政の担当者らで構成され
ています。�年に設立された教員による自主研究
組織「ＮＩＥ研究会」との両輪で島根のＮＩＥを
進めています。
　推進協は今年、研究会
は来年�周年を迎えるの
を機に、記念のセミナー
などを計画しています。

島
根
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推

進
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の

リ
ポ
ー
ト

　ＮＩＥ全国大会には島根

県からほかに、実践経験の

豊富な、日本新聞協会認定

のＮＩＥアドバイザー４人

の教員が参加しました。リ

ポートは山陰中央新報デジ

タルに掲載しています。

　大会２日目の８月１日、

会場の甲南大岡本キャンパ

ス（神戸市東灘区）であっ

たポスター展示による発表

には、北海道から沖縄まで

�の学校や団体がパネルに

掲示して取り組みを紹介し

た。島根県からは２人が参

加し、全国の実践者と交流

した。

　島根県立松江養護学校の

小川和佳子教諭は、地元公

民館を会場に、近くの松江

市立第二中学校の生徒と、

紙面を何片かに切って組み

合わせる「新聞パズル」や

「ちぎり絵」など新聞を使

った遊びを通して交流した

実践を、図や写真を用いて

説明。大田市教育委員会の

八波直樹指導主事は、科学

の本を読むことを通じて、

理科への興味や探究心を育

てる読書活動「理科読」に、

関連の新聞記事を取り入れ

た取り組みを報告した。

　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
始
め
て
２
年
目
、
島

根
県
外
の
特
別
支
援
学
校
の
実
践

を
知
り
た
い
と
思
い
、
初
め
て
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
立
の
じ
ぎ
く
特
別
支
援

学
校
高
等
部
の
実
践
で
は
、
学
年

目
標
「
新
聞
を
活
用
し
て
見
る
・

聞
く
・
知
る
・
伝
え
る
力
を
身
に

つ
け
、
社
会
と
つ
な
が
る
」
に
沿

っ
て
段
階
的
に
課
題
を
設
定
し
、

個
人
か
ら
グ
ル
ー
プ
作
業
へ
、
学

校
内
か
ら
地
域
社
会
へ
と
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
読
み
書
き
が
苦
手
な
生
徒
が
新

聞
記
事
を
見
て
、
こ
の
漢
字
は
何

と
読
む
の
」と
尋
ね
て
く
る
な
ど
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
「
分
か
ら
な
い
こ
と
を

調
べ
た
い
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が

っ
た
」
と
い
う
報
告
に
、
同
じ
校

種
の
教
員
と
し
て
共
感
し
ま
し

た
。

　
新
聞
記
事
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
俳

句
を
作
る
姫
路
市
立
飾
磨
中
部
中

学
校
の
「
ク
ロ
ヌ
リ
ハ
イ
ク
」
の

ご

い

実
践
は
、
語
彙
が
少
な
い
生
徒
で

も
取
り
組
み
や
す
く
、
ア
ー
ト
作

品
と
し
て
仕
上
げ
る
楽
し
み
も
あ

り
、
自
分
の
授
業
で
も
取
り
入
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
大
会
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
実
践
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
新
聞
を
使

っ
て
で
き
そ
う
な
こ
と
が
ま
だ
ま

だ
あ
る
ぞ
、
と
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。姫

路
市
立
飾
磨
中
部
中
学
校
の
生
徒

の
「
ク
ロ
ヌ
リ
ハ
イ
ク
」
の
作
品
。

「
春
を
呼
ぶ
　
コ
ー
ト
い
ら
ず
の
　

あ
た
た
か
さ
」

　 �� 特　集 ����年（令和７年）�月�日（水曜日） （第３種郵便物認可）


